私語問題の解決に向けて by 大石 和男 et al.
立教大学コミュニティ福祉学部紀要第 17 号（2015） 115
【私語ワーキンググループ報告】
私語問題の解決に向けて
To solve the problem of “Shigo”
 大石 和男 熊上　崇 山口 敬子
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に熱心な教員、あるいは学生による授業評価アンケートの評価の高さなどが何らかの利益を伴う
など、実際的な評価につながる仕組みづくりが望ましい。
３）成績評価方法の柔軟性
上述のように、興味や意欲がないのにもかかわらず強制的に講義に出席を強いられる不本意出
席が私語に結びつきやすい。したがって異論もあるであろうが、私語の多い講義では、興味を示
さない学生を強制的に出席させる仕組みや、出席調査の結果を出席点などの形で評価の対象にす
る仕組みなどを再考してはどうか。加えて、成績評価の方法については、今後ともグローバル化
や多様なニーズ合わせた教育の目的に沿って柔軟に対応することが望ましい。これらを具現化し
ようとする試みの一部は、付録に記した。
４）学生側の自助努力には期待しない
上述のように、現時点では学生の自助努力に頼るシステムを導入することは困難である。した
がって、まずはこれに頼らない教員主導の私語防止策を考えるべきであろう。
付　録
１）各大学の私語抑制の試み
日本の大学で実施されている私語抑制の試みの主なものを、HP等から抽出した。
・	HPや広報誌で、私語をしないように呼びかける
・	講義系の主な科目で、座席指定を義務付ける
・	ゲーム機を授業に導入し、興味を引き付ける
・	大人数の講義で出欠をとったり、注意を促したりするアシスタントをつける
・	講義の初回に私語に対する姿勢を明確に示す
・	学生の顔と名前を一致させて関係性を構築する
・	ルールの周知「私語すれば、まずは減点、つぎ除名」と黒板に大書する
・	ルールの実行　学生証（免許証、会員カード…）を提示させて学籍番号と名前を記録する
・	途中10分間を「ハーフタイム」として、質問や自習時間を設ける
・	教員としての礼儀や師弟関係を明確にする
・	生徒とのコミュニケーションを大切にする
２）「ルールの徹底」に関する具体的対応事例
１　大学の授業は出席することが当たり前であるので、出席確認はとらない。
２　私語や居眠りは、他の学生に心理的なさまたげとなるのでこれを厳禁する。
３　私語が起きた際には当該学生を見据え、それが無理な場合は、会話を中断する。
４　それでも止まない場合は、当該学生を口頭で注意する。その際には、怒りをなるべく抑え、
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なぜ話したかったら退席するなり、質問するなりしなかったのかについて聞く。
５　授業の始めに宣言したことを学生に確認させる。応じない場合は、最初に明示した契約の概
念に違反していることを再三にわたって確認させる。
詳細はHP（http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/user/rosaldo/991111AC09.html#4.5.）を参照され
たい。
３）興味深い講義事例
出席は取らないが、授業中に発言をカウントして、発言した人にだけ出席点を付けるという事
例を紹介する。
素朴な疑問ほど、本質を突いている可能性があるため、発言の内容は一切問わずにどんな発言
も１回１点とする。また、発言できるのは前の席の人を優先にしているため、学生がどんどん前
方に座って挙手するという。詳細はHP（http://shiology.com/shiology/2014/05/3661-140430-e21.
html）を参照されたい。
